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み
な
さ
ん
は
、
東
名
富
士
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
富

士
マ
リ
ン
プ
ー
ル
の
地
下
に
、
千
年
以
上
前
の
人
々
が

暮
ら
し
た
家
の
跡
（
集
落
）
や
暮
ら
し
の
道
具
が
眠
っ

て
い
た
こ
と
を
、
ご
存
知
で
す
か
。
富
士
市
で
は
、
建

物
や
道
路
の
建
設
、
宅
地
造
成
等
を
行
う
前
に
、
年
間

四
十
件
以
上
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
成
果
は
「
発
掘
調
査
報
告
書
」
と
し
て

毎
年
刊
行
さ
れ
、
公
立
図
書
館
等
で
公
開
さ
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
中
に
は
一
般
の
方
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
遺
跡
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

本
書
で
は
、
市
内
の
主
な
集
落
な
ど
の
遺
跡
に
つ
い

て
、
西
か
ら
地
区
ご
と
に
、
学
校
や
公
共
施
設
等
の
身

近
な
場
所
と
紐ひ
も

づ
け
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。さ
ら
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
富
士
の
古
墳
文
化
』
も
併
せ
て
ご
参

照
い
た
だ
く
と
、
富
士
市
の
埋
蔵
文
化
財
全
般
の
特
徴

を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
本
書
が
、
身
近

な
場
所
に
今
も
息
づ
く
、
原
始
・
古
代
の
遺
跡
の
面お
も

影か
げ

を
感
じ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

「
足
も
と
に
眠
る
遺
跡
」
を
た
ど
る
旅
へ
。

Ⅰ　

富
士
川
・
岩
松
エ
リ
ア

Ⅱ　

天
間
・
鷹
岡
エ
リ
ア

Ⅲ　

大
淵
・
伝
法
エ
リ
ア

Ⅳ　

吉
原
・
今
泉
エ
リ
ア

Ⅴ　

吉
永
・
原
田
エ
リ
ア

Ⅵ　

元
吉
原
エ
リ
ア

Ⅶ　

須
津
・
船
津
エ
リ
ア

巻
末 

Ｍ
Ａ
Ｐ

目 　 次

「 足 も と に 眠 る 遺 跡 」 を た ど る 旅 へ 。

…
…
… 

2

…
…
… 

8

…
…
… 

12 

…
…
… 
16

…
…
… 

20

…
…
… 

25

…
…
… 

28

…
…
… 

32

　

目　

次　

・　

は
じ
め
に



　
目
　
次
　
・
　
は
じ
め
に

旧
石
器
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縄
文
時
代

弥
生
時
代

古
墳
時
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（
飛
鳥
時
代
）

奈
良
・
平
安
時
代

遺構（生活の場） 遺物（使った道具） 服装（イメージ）

約 1,300 年前

約 1,500 年前

約 1,750 年前

約 2,400 年前

約 1,3000 年前
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富士市の遺跡から発掘される生活の痕跡とおもな道具（旧石器～平安時代）
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Ⅰ　

富
士
川
・
岩
松
エ
リ
ア

古墳

飛鳥・奈良

平安
-1000
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-6000

-7000
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-9000
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-11000

-12000

-13000
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（年前）

鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器石棒・石刀・石剣

縄文時代後～晩期（3,000～4,000年前頃）

縄文土器（深
ふか

鉢
ばち

）

縄文時代中期（4,500 年前頃）

古代の交流を示す土器

奈良・平安時代（8～ 10世紀）
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富
士
川
第
二
中
学
校
の
北
側
を
通
る
県
道
10
号
線
沿
い
は
、
原
始
・

古
代
の
遺
跡
の
宝
庫
で
す
。
な
か
で
も
浅
間
林
遺
跡
で
は
、
縄
文
時

代
中
期
か
ら
晩
期
、
さ
ら
に
は
平
安
時
代
か
ら
中
世
の
集
落
跡
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
右
下
掲
載
の
縄
文
土
器
は
、
口
径
四
三
・
五
セ
ン
チ
、

高
さ
が
五
四
セ
ン
チ
を
測
り
、
ほ
ぼ
完
全
な
状
態
で
残
る
縄
文
土
器
と

し
て
は
市
内
で
も

最
大
級
の
優
品
で

す
。
フ
ク
ロ
ウ
の

目
の
よ
う
な
文
様

は
、
縄
文
人
が
崇す
う

拝は
い

し
た
自
然
界
の

精せ
い

霊れ
い

を
表
現
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。　
 

富
士
川
第
二
中
学
校
周
辺

　

浅せ

ん

間げ

ん

林
ば
や
し

遺
跡

北松野

MAP1 【P3】



　
Ⅰ
　
富
士
川
・
岩
松
エ
リ
ア

-15000

（年前）

古墳

飛鳥・奈良

平安
-1000

0

-2000

-3000

-4000

-5000

-6000

-7000

-8000

-9000

-10000

-11000

-12000

-13000

-14000

鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器 中野遺跡出土　ガラス製勾
まが

玉
たま

・小玉

弥生時代後期（2～ 3世紀頃）

清水岩の上遺跡出土　弥生土器（壺）

弥生時代後期（2～ 3世紀頃）
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中
野
遺
跡
と
清
水
岩
の
上
遺
跡
は
、
県
道
10
号
線
沿
い
の
中
野
台
団

地
周
辺
に
広
が
る
集
落
跡
で
す
。
中
野
遺
跡
で
は
縄
文
時
代
後
・
晩
期

か
ら
中
世
に
い
た
る
集
落
や
墓
の
跡
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
浅せ
ん

間げ
ん

林
ば
や
し

遺
跡
と
と
も
に
発
展
し
た
状
況
が
う
か
が
え
ま
す
。
特
に
弥
生
時
代

後
期
に
は
方ほ
う

形け
い

周
し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

と
よ
ば
れ
る
有
力
者
の
墓
が
営
ま
れ
て
お
り
、

希
少
な
ガ
ラ
ス
製
の
装そ
う

身し
ん

具ぐ

が
供
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
清
水
岩
の
上

遺
跡
で
は
、
東
遠

江
地
域
の
影
響
を

受
け
た
壺
が
多
数

出
土
し
、
弥
生
人

の
活
発
な
交
流
を

示
す
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

 
富
士
川
第
二
中
学
校
周
辺

　

中な

か

野の

遺
跡
・
清し

水み

ず

岩い

わ

の
上う

え

遺
跡

北松野

MAP1

清水岩の上遺跡清水岩の上遺跡

浅間林遺跡浅間林遺跡 中野遺跡中野遺跡
P3

P2

P3

P3
P2

P3

0 500m

1:40,000

松野

scale
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エ
リ
ア
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飛鳥・奈良

平安
-1000
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-5000
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-7000

-8000

-9000

-10000

-11000

-12000

-13000
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（年前）

鎌倉
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現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器

破魔射場遺跡遠景（西から）　写真提供：静岡県埋蔵文化財センター
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富
士
川
体
育
館
西
側
の
高
台
に
広
が
る
の
が
、
市
内
で
も
珍
し
い
縄

文
時
代
早
期
か
ら
前
期
の
集
落
跡
が
あ
る
木
島
遺
跡
で
す
。
こ
こ
で
初

め
て
見
つ
か
っ
た
薄
手
の
縄
文
土
器
は
、
木き

島じ
ま

式し
き

土ど

器き

と
い
う
名
前
が

つ
け
ら
れ
、
全
国
の
研
究
者
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
同
タ
イ
プ
の
土
器
の
一
部
は
、
愛
知
県
西
部
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、富
士
川
楽
座（
東
名
高
速
道
路
・

富
士
川
Ｓ
Ａ
）
周
辺
に
広
が
る
破
魔
射
場
遺
跡
・
駿
河
山
王
遺
跡
で
は
、

縄
文
時
代
か
ら
平
安
時
代
・
中
世
に
い
た
る
集
落
や
古
墳
が
多
数
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
駿
河
山
王
遺
跡
で
は
、
市
内
で
は
珍
し
い
土ど

偶ぐ
う

の
頭

部
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
髪
を
結
っ
て
顔
中
に
刺い
れ

青ず
み

を
施
し
た
女
性
の

姿
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
士
川
河
口
部
の
西
岸
に
営
ま
れ
た
こ
れ

ら
の
遺
跡
は
、
川
筋
が
複
数
に
分
か
れ
、
現
在
よ
り
も
広
大
で
あ
っ
た

富
士
川
を
渡
る
人
々
が
集
ま
る
交
通
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

 
富
士
川
体
育
館
・
富
士
川
Ｓ
Ａ
周
辺

　

木き

島じ
ま

遺
跡
・
破は

魔ま

射い

場ば

遺
跡
・
駿す

る

河が

山さ
ん

王の
う

遺
跡

木島・岩淵

MAP2

富士川体育館富士川体育館

道の駅 富士川楽座道の駅 富士川楽座

木島遺跡木島遺跡

駿河山王遺跡駿河山王遺跡

破魔射場遺跡破魔射場遺跡

P4

P4

P4

P4

P4

P4

0 500m

1:40,000

木島・岩淵

scale
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鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器

木島遺跡出土　縄文土器

縄文時代早～前期（7,000 年前頃）

破魔射場遺跡出土　土器類

奈良～平安時代（8～ 11世紀）

破魔射場遺跡出土　緑
りょく

釉
ゆう

陶
とう

器
き

平安時代（11世紀）

破魔射場遺跡出土　縄文土器

縄文時代中期（4,500 ～ 5,000 年前）

駿河山王遺跡出土　黥
げい

面
めん

土
ど

偶
ぐう

縄文時代晩期（3,000 年前頃）
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富
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・
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エ
リ
ア
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平安
-1000
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-5000
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現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器弥生時代の住居跡

弥生時代後期（2～ 3世紀頃）

縄文土器・弥生土器・須
す

恵
え

器
き

縄文時代早期（7,000 年前頃）、弥生時代後期

（2～ 3世紀頃）、古墳時代後期（6世紀）
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星
山
丘
陵
の
南
東
斜
面
、
岩
本
保
育
園
の
南
側
一
帯
に
広
が
る
の
が
、

高
徳
坊
遺
跡
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
縄
文
時
代
や
古
墳
時
代
の

土
器
片
の
ほ
か
、
弥
生
時
代
後
期
の
竪た
て

穴あ
な

住
じ
ゅ
う

居き
ょ

跡あ
と

が
狭
い
範
囲
で
八

軒
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
弥
生
土
器
に
は
東
遠
江
地
域
の
影
響
を
受

け
た
も
の
が
あ
り
、
北
松
野
の
清
水
岩
の
上
遺
跡
と
も
共
通
し
て
い
ま

す
。
弥
生
時
代
後
期
は

当
遺
跡
の
よ
う
な
丘
陵

上
の
集
落
が
全
国
的
に

増
え
る
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
理
由
と
し
て
、
低

地
部
に
お
け
る
度
重
な

る
水
害
や
戦
乱
な
ど
の

影
響
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

 
岩
本
保
育
園
周
辺　

高こ

う

徳と

く

坊ぼ

う

遺
跡

岩本

MAP3
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現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器

念信園古墳遠景（西から）

念信園遺跡出土　古
こ

瀬
せ

戸
と

　

左右：四
し

耳
じ

壺
こ

、中央：瓶
へい

子
し

（梅
めい

瓶
ぴん

）　鎌倉時代（13世紀）

念信園古墳　石室掘
ほり

方
かた

と周
しゅう

溝
こう

念信園古墳出土　耳
じ

環
かん

・須
す

恵
え

器
き

古墳時代後期（6世紀末頃）
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富
士
調
理
技
術
専
門
学
校
北
側
、
富
士
川
氾は
ん

濫ら
ん

原げ
ん

を
見
下
ろ
す
高
台

に
約
一
四
〇
〇
年
前
に
築
か
れ
た
の
が
、
念
信
園
古
墳
（
鎌
研
第
4

号

墳
）
で
す
。
横よ
こ

穴あ
な

式し
き

石せ
き

室し
つ

の
石
材
は
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
石
室
の

掘ほ
り

方か
た

（
基
礎
部
分
）
と

周し
ゅ
う

溝こ
う

、
副ふ
く

葬そ
う

品ひ
ん

の
一
部

が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

径
八
～
九
メ
ー
ト
ル
程

の
円え
ん

墳ぷ
ん

で
あ
っ
た
と
み

ら
れ
ま
す
。
鎌
倉
時
代

に
は
有
力
者
の
墓
地
も

近
く
に
営
ま
れ
た
よ
う

で
あ
り
、
骨
壺
に
使
わ

れ
た
瀬せ

戸と

産
の
陶
器
も

出
土
し
て
い
ま
す
。

 
富
士
調
理
技
術
専
門
学
校
周
辺

　

鎌
か

ま

研
と

ぎ

古
墳
群
・
念ね

ん

信し

ん

園え

ん

遺
跡

岩本

MAP3 【P6】
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弥生

縄文

旧石器

縄文人の石器（打
だ

製
せい

石
せき

斧
ふ

・磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

・

石
いし

匙
さじ

・石
いし

錐
きり

・石
せき

鏃
ぞく

）

縄文時代中～後期（3,5000 ～ 5,000 年前頃） 天間沢遺跡の調査風景

顔
がん

面
めん

把
とっ

手
て

・土
ど

偶
ぐう

（脚部）

縄文時代中～後期（3,500 ～ 5,000 年前頃）
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天
間
地
区
を
南
北
に
流
れ
る
天
間
沢
の
西
側
一
帯
に
広
が
る
の
が
、

富
士
地
域
を
代
表
す
る
縄
文
時
代
の
集
落
と
し
て
名
高
い
、
天
間
沢
遺

跡
で
す
。
天
間
幼
稚
園
周
辺
に
は
集
落
の
中
心
地
の
一
つ
が
あ
り
、人
々

が
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
広
場
を
囲
む
よ
う
に
し
て
建
て
ら
れ
た
縄
文

時
代
中
期
の
竪た
て

穴あ
な

住
じ
ゅ
う

居き
ょ

跡あ
と

が
十
四
軒
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
縄

文
時
代
の
な
か
で
も
、
中

期
は
特
に
気
候
が
穏
や

か
で
人
口
も
増
え
た
時

代
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

長
野
や
山
梨
の
縄
文
人

に
よ
っ
て
育
は
ぐ
く

ま
れ
た
文

化
の
波
を
受
け
、
富
士
山

南
麓
に
も
多
く
の
集
落

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

 
天
間
幼
稚
園
周
辺　

天て

ん

間ま

沢ざ

わ

遺
跡

天間

MAP4 【P9】
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旧石器 須
す

恵
え
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き

・土
は

師
じ

器
き

奈良～平安時代（8～ 9世紀）

縄文土器

縄文時代中期（4,500 ～ 5,000 年前頃）
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大お
お

月つ
き

線せ
ん

（
県
道
414
号
線
）
を
富
士
宮
方
面
に
向
か
っ
て
進
み
、
新
東

名
高
速
道
路
の
高
架
を
抜
け
て
北
東
側
に
現
れ
る
丘
陵
上
に
広
が
る
の

が
、
天
間
代
山
遺
跡
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
奈
良
時
代
か
ら
平

安
時
代
の
竪た
て

穴あ
な

住
じ
ゅ
う

居き
ょ

跡あ
と

が
九
軒
見
つ
か
っ
て
お
り
、
墨
で
文
字
が
書

か
れ
た
土
器
や
、
硯
す
ず
り

に
使
わ
れ
た
土
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
読

み
書
き
が
で

き
る
人
物
は

当
時
ま
だ
珍

し
く
、
富
士

郡
の
役
人
が

住
ん
で
い
た

可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

 
天
間
東
公
会
堂
周
辺

　

天
て

ん

間ま

代
だ

い

山
や

ま

遺
跡

天間

MAP4

天間東公会堂天間東公会堂
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-9000
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-11000

-12000

-13000

-14000

-15000

（年前）

鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器

沢東Ａ遺跡の竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

群
ぐん

（南から）
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潤う
る

井い

川が
わ

と
凡ぼ
ん

夫ぷ

川が
わ

の
合
流
地
点
（
龍
り
ゅ
う

巌が
ん

淵ぶ
ち

）
か
ら
北
東
の
鷹た
か

岡お
か

保

育
園
の
周
辺
に
広
が
る
の
が
、
沢
東
Ａ
遺
跡
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査

に
よ
っ
て
、
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代
の
集
落
の
ほ
か
、
中
世

の
墓
地
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
古
墳
時
代
中
期
（
五
世

紀
後
半
）
以
降
の
集
落
は
、
当
時
最
先
端
の
土
器
や
祭さ
い

祀し

、
牛
の
利
用

な
ど
を
積
極
的
に
採
り
入
れ
て
い
た
様
子
が
わ
か
っ
て
お
り
、
同
時
期

に
本
格
化
す
る
潤
井
川
東
岸
や
富
士
山
麓
の
土
地
開
発
を
主
導
し
た
、

渡と

来ら
い

人じ
ん

を
含
む
先
進
的
な
技
術
者
集
団
の
居
住
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
伊い

勢せ

塚づ
か

古
墳
や
中な
か

原は
ら

第
4
号
墳
な
ど
の
富
士
山
南
麓
を

代
表
す
る
古
墳
の
主
た
ち
も
、
こ
の
集
落
を
拠
点
と
し
て
い
た
と
み
ら

れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
遺
跡
で
は
、
子こ

持も
ち

勾ま
が

玉た
ま

や
玉
類
、
最
新
の
焼
き

物
で
あ
る
須す

恵え

器き

を
組
み
合
わ
せ
た
水
辺
の
祭
祀
の
痕こ
ん

跡せ
き

が
見
つ
か
っ

て
お
り
、
潤
井
川
等
の
治
水
の
成
功
や
水
運
の
安
全
を
願
っ
て
、
古
代

人
に
よ
る
ま
つ
り
が
執と

り
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
鷹
岡
保
育
園
・
龍
巌
淵
周
辺

　

沢さ

わ

東
ひ
が
し

Ａえ

ー

遺
跡

久沢

MAP3 【P6】
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縄文

旧石器 奈良時代の須恵器・土師器

奈良時代（8世紀）

飛鳥時代の土器と赤色顔料

飛鳥時代（7世紀）

古墳時代の須恵器と土
は

師
じ

器
き

古墳時代中期（5世紀）

子
こ

持
もち

勾
まが

玉
たま

と勾
まが

玉
たま

形
がた

石製品

古墳時代中期（5世紀）

古墳時代の須
す

恵
え

器
き

古墳時代中～後期（5・6世紀）
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大
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-1000
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鎌倉

江戸

現在

室町・桃山
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縄文

旧石器

岩倉Ａ遺跡出土　弥生土器（壺）

弥生時代後期（2～ 3世紀頃）

岩倉Ｂ遺跡出土　古代の土器

平安時代（9～ 10世紀）

12

　

大
淵
第
二
小
学
校
周
辺
か
ら
国
道

469
号
線
の
南
側
、
標
高
五
百
メ
ー

ト
ル
前
後
の
地
区
は
、
市
内
で
最
も
高
所
の
遺
跡
が
集
中
す
る
エ
リ

ア
で
す
。
そ
の
う
ち
、
岩
倉
Ａ
遺
跡
は
弥
生
時
代
後
期
の
遺
跡
で
あ

り
、
出
土
状
況
は
不
明
な
が
ら
、
弥
生
土
器
の
壺
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
北
側
の
岩
倉
Ｂ
遺
跡
で
は
、
平
安
時
代
の
竪た

て

穴あ
な

住
じ
ゅ
う

居き
ょ

跡あ
と

と
と
も

に
、
文
字
が
書
か
れ
た
土
器
や
甲か

斐い

の
影
響
を
受
け
た
土
器
な
ど
が
見

つ
か
っ
て
お
り
、
古
代

の
役
人
や
修し
ゅ

験げ
ん

者じ
ゃ

の
よ

う
な
知
識
人
た
ち
が
、

貞じ
ょ
う

観が
ん

の
噴
火
（
八
六
四

～
八
六
六
年
）
の
後
に

富
士
山
に
登
っ
た
際
の

キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 
大
淵
第
二
小
学
校
周
辺
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わ
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縄文

旧石器

皇
こう

朝
ちょう

十
じゅう

二
に

銭
せん

「神
じん

功
ぐう

開
かい

寳
ほう

」

（11地区）　奈良時代（8世紀）　※実寸

「冨」墨
ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

（6地区）

平安時代（9世紀）

古代の祭
さい

祀
し

に使われた土器

（7地区）　奈良時代（8世紀） 中桁町公会堂の調査風景（6地区、南西から）
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弥
生
線
沿
い
の
伝
法
沢
川
西
側
か
ら
「
中
桁
」
交
差
点
の
周
辺
に
広

が
る
の
が
、
中
桁
・
中
ノ
坪
遺
跡
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
古
墳
時
代
中
期

か
ら
奈
良
・
平
安
時
代
に
か
け
て
の
集
落
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
発
掘
調
査
で
は
、
皇こ
う

朝
ち
ょ
う

十
じ
ゅ
う

二に

銭せ
ん

の
「
神じ
ん

功ぐ
う

開か
い

寳ほ
う

」
や
「
冨
」

と
墨
書
き
さ
れ
た
土
器
な
ど
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
か
か
わ
る
発
見
が

相
次
い
で
お
り
、
西
側
の
沢さ
わ

東
ひ
が
し

Ａ
遺
跡
、
東
側
の
東
ひ
が
し

平
だ
い
ら

遺
跡
と
と
も

に
、
潤う
る

井い

川が
わ

東
岸
に
重
要

な
集
落
が
集

中
し
て
い
た

様
子
が
明
ら

か
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

 
中
桁
町
公
会
堂
周
辺

　

中な

か

桁げ

た

・
中な

か

ノの

坪つ

ぼ

遺
跡

伝法

MAP6 【P15】
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（年前）

鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器

伝
でん

法
ぼう

小学校建設時に見つかった古代の竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

群
ぐん

と掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

群
ぐん

（15地区、東から）

古代の土器と道具類（2・3地区）

奈良～平安時代（8～ 9世紀）
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伝で
ん

法ぼ
う

小
学
校
か
ら
富ふ

知じ

六ろ
く

所し
ょ

（
三
日
市
）
浅せ
ん

間げ
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

周
辺
に
広
が
る

の
が
、
東
平
遺
跡
で
す
。
発
掘
調
査
で
は
竪た
て

穴あ
な

住
じ
ゅ
う

居き
ょ

跡あ
と

が
四
〇
〇
軒

以
上
、
倉
庫
跡
が
九
〇
棟
以
上
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
部

分
は
奈
良
・
平
安
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
古
代
駿
河
国
富
士
郡
の
郡ぐ
う

家け

（
郡
の
役
所
）
が
こ
の
地
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
郡
の
重
要
な
倉
庫
（
正
し
ょ
う

倉そ
う

）
や
官
僚
が
身
に

着
け
た
ベ
ル
ト
の

金
具
、
郡
名
「
布ふ

自じ

」
が
墨ぼ
く

書し
ょ

さ
れ

た
土
器
、
土
器
を

転
用
し
た
硯
す
ず
り

、
寺

院
で
使
わ
れ
た
瓦

な
ど
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
 

伝
法
小
学
校
・
富
知
六
所
浅
間
神
社
周
辺

　

東
ひ
が
し

平
だ
い
ら

遺
跡
・
三み

っ

日か

市い

ち

廃は

い

寺じ

跡あ

と

伝法

MAP6 【P15】
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西富士道路建設時に見つかった倉庫群

（3地区、南から）

三日市廃寺の瓦　奈良時代（8世紀）
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江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器

東泉院住職が入手した貿易陶

磁器　江戸時代（17～ 18世紀）

富士病院で使われた医療器具

明治32～ 44年頃（1899 ～ 1911 年）

東泉院時代の井戸からの出土品

江戸時代（17～ 18世紀） 吉原公園の調査風景（西から）
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現
在
の
吉
原
公
園
か
ら
日ひ

吉よ
し

浅せ
ん

間げ
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

境
内
の
一
帯
に
は
、
富
士
山

東
泉
院
と
い
う
寺
院
が
あ
り
ま
し
た
。
東
泉
院
の
歴
代
住
職
は
、
戦
国

大
名
や
将
軍
の
お
墨
付
き
を
得
る
こ
と
で
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代

ま
で
の
三
〇
〇
年
以
上
、
富
士
地
域
の
領
主
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し

ま
し
た
。
旧
境
内
地
の
発
掘
調
査
で
は
、
住
職
た
ち
の
権け
ん

勢せ
い

を
し
の
ぶ

海
外
産
の
陶
磁
器
や
宝ほ
う

蔵ぞ
う

の
瓦
、
明
治
期
に
建
て
ら
れ
た
病
院
関
係
の

資
料
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

 
吉
原
公
園
周
辺

　

善
ぜ

ん

得
と

く

寺じ

城
じ
ょ
う

跡
あ

と

・
東と

う

泉せ

ん

院い

ん

跡あ

と

今泉

MAP9 【P24】
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旧石器

中学校西側の調査（57地区、西から）

「倉」墨
ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

奈良～平安時代（8～ 9世紀）

古代の倉庫群（33地区、東から）
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吉
原
第
二
中
学
校
か
ら
吉
原
高
校
の
周
辺
に
広
が
る
の
が
、
舟
久
保

遺
跡
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
縄
文
時
代
早
期
の
土
器
片
や
古
墳

時
代
の
横よ
こ

穴あ
な

式し
き

石せ
き

室し
つ

墳ふ
ん

な
ど
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
遺
跡
の
中

心
は
奈
良
・
平
安
時
代
の
大
規
模
な
集
落
跡
で
す
。
中
学
校
か
ら
約

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
西
側
の
調
査
で
は
、
東
西
に
整
然
と
並
ん
だ
奈
良
時

代
の
倉
庫
群
と
み
ら
れ
る
施
設

が
見
つ
か
っ
た
ほ
か
、
中
学
校

校
庭
か
ら
「
倉
」
と
墨
書
き
さ

れ
た
土
器
も
発
掘
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
租そ

税ぜ
い

と
し
て
集
め

ら
れ
た
物
品
を
管
理
す
る
古
代

の
役
所
関
連
の
倉
庫
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
吉
原
第
二
中
学
校
周
辺

　

舟
ふ

な

久く

保ぼ

遺
跡

今泉
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（年前）

鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器船に葬られた人物に捧
ささ

げられた銅鏡

古墳時代前期（4世紀頃）

今泉小学校プール建設時の調査風景

浮島沼で使われた準
じゅん

構
こう

造
ぞう

船
せん

古墳時代前期（4世紀頃）※推定全長 7ｍ以上

今泉小学校プール建設時の出土品

古墳時代前期（4世紀頃）
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現
在
の
今い
ま

泉
い
ず
み

小
学
校
の
周
辺
、
か
つ
て
浮う
き

島し
ま

ヶが

原は
ら

と
呼
ば
れ
た
湿

地
帯
の
地
下
三
～
四
メ
ー
ト
ル
に
広
が
る
の
が
、
沖
田
遺
跡
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
調
査
で
、
古
墳
時
代
前
期
の
船
を
転
用
し
た
棺
ひ
つ
ぎ

や
集
落
跡
、

古
墳
時
代
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代
の
水す
い

田で
ん

畦け
い

畔は
ん

と
い
っ
た
重
要
な
発
見

が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
古
代
の
水
田
は
、
条
じ
ょ
う

里り

に
よ
っ
て
方

形
に
区
画
さ
れ
た
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
今
泉
小
学
校
周
辺

　

沖
お

き

田た

遺
跡

今泉

MAP9 【P24】
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旧石器

一色Ｄ -第 35号墳の副葬品

飛鳥～奈良時代（7～ 8世紀）

一色Ｄ - 第 35号墳の調査風景（南から）
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青
葉
台
小
学
校
と
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
建
設
時
に
、
一
色
Ｄ
‐

第
35

号
墳
と
呼
ば
れ
る
古
墳
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

墳
丘
や
周
し
ゅ
う

溝こ
う

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
裏う
ら

込ご
め

に
礫れ
き

を
多
用
し

た
全
長
四
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
横
穴
式
石
室
と
と
も
に
、
石せ
っ

棺か
ん

や
副ふ
く

葬そ
う

品ひ
ん

の
一
部
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
石
室
内
は
す
で
に
盗
掘
を
受
け
て

い
ま
し
た
が
、
役
人
の
ベ
ル
ト
金
具
や
銀
の
飾
り
が
つ
い
た
ナ
イ
フ
、

当
時
の
都
が
あ
っ
た
飛あ
す

鳥か

で
作
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
方ほ
う

頭と
う

大た

刀ち

の
鞘さ
や

金か
な

具ぐ

と
い
っ
た
貴
重
な
品
々

の
断
片
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
古

墳
の
主
は
飛
鳥
・
奈
良
時

代
の
富
士
地
域
に
地
盤
を

置
く
上
級
の
役
人
で
あ
っ

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。

 
青
葉
台
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鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器

宇東川遺跡出土　土
は

師
じ

器
き

・須
す

恵
え

器
き

奈良～平安時代（8～ 11世紀頃）

原田公園の調査風景（宇東川遺跡、南から）
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現
在
の
原
田
公
園
の
周
辺
の
高
台
に
広
が
る
の
が
、
宇
東
川
遺
跡
で

す
。
公
園
造
成
等
に
先
立
つ
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
縄
文
時
代
か
ら
平

安
時
代
に
い
た
る
幅
広
い
時
期
に
わ
た
り
、
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
縄
文
集
落
の
広
が
り
は
目
覚
ま
し
く
、

後
期
に
は
南
の
沖
田
遺
跡
や
松
原
川
北
岸
の
中
島
遺
跡
、
吉
原
第
三
中

学
校
周
辺
の
赫
夜
姫
遺
跡
ま
で
の
広
範
囲
に
展
開
し
た
よ
う
で
す
。
富

士
山
の
溶
岩
流
の
末
端

に
位
置
す
る
原
田
・
吉
永

地
区
周
辺
は
、
湧ゆ
う

水す
い

池ち

が

多
い
こ
と
で
も
有
名
で

あ
り
、
縄
文
人
た
ち
が
貴

重
な
水
源
を
求
め
て
、
一

帯
に
集
落
を
形
成
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
原
田
公
園
・
原
田
小
学
校
周
辺

　

宇う

東と

う

川が

わ

遺
跡
・
中な

か

島じ

ま

遺
跡
・
赫か

ぐ

夜や

姫ひ

め

遺
跡

原田
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鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器

赫夜姫遺跡出土　注
ちゅう

口
こう

土
ど

器
き

縄文時代後期（3,500 ～ 4,000 年前頃）

宇東川遺跡出土　縄文土器・石
せき

鏃
ぞく

縄文時代中期（4,500 ～ 5,000 年前頃）

宇東川遺跡の埋甕

縄文時代中期（4,500 年前頃）

中島遺跡出土　縄文土器・石
せき

棒
ぼう

・磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

　縄文時代後期（3,500 ～ 4,000 年前頃）

中島遺跡の埋
うめ

甕
がめ

と調査風景　

縄文時代後期（3,500 ～ 4,000 年前頃）
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鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器竪穴住居内の貯蔵穴（床下収納）

古墳時代前期（3～ 4世紀頃）

古墳時代の土師器

古墳時代前期（3～ 4世紀頃）

古代の土
は

師
じ

器
き

と灰
かい

釉
ゆう

陶
とう

器
き

平安時代（9～ 10世紀頃）

富士市立高校の調査風景（南西から）
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富
士
市
立
高
校
の
周
辺
に
広
が
る
の
が
、
祢
宜
ノ
前
遺
跡
で
す
。
体

育
館
改
築
の
際
の
発
掘
調
査
で
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
平
安
時
代
に
か

け
て
の
竪た
て

穴あ
な

住
じ
ゅ
う

居き
ょ

跡あ
と

が
二
九
軒
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
付
近
に

は
、
沼
津
方
面
へ
抜
け
る
根ね

方が
た

街か
い

道ど
う

と
、
裾
野
・
御
殿
場
方
面
へ
つ
な

が
る
十
じ
ゅ
う

里り

木ぎ

道み
ち

の
交
差
点
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
こ
の
集
落
も
広
域

的
な
交
流
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
富
士
市
立
高
校
周
辺

　

祢ね

宜ぎ

ノの

前
ま

え

遺
跡

比奈
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江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器

ナイフ形石器とスクレイパー

旧石器時代（13,000 ～ 16,000 年前頃）

打
だ

製
せい

石
せき

斧
ふ

・磨
ま

製
せい

石斧・石
せき

錘
すい

縄文～弥生時代

折れたり無くしたら

新しいものと交換

細石器
さいせっき

ナイフ形石器
がたせっき

スクレイパー グレイバー

角錐状石器
かくすいじょうせっき

稜付石刃
りょうつきせきじん

尖頭器
せんとうき

槍先につけて狩りにつかう
やりさき か

獲物の皮はぎ・肉切り
えもの かわ

木材等の彫刻
ちょうこく

旧石器の用途
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吉
永
第
二
小
学
校
の
南
東
、
愛
鷹
山
か
ら
南
西
に
延
び
る
尾
根
に

沿
っ
て
広
が
る
の
が
、
峰
山
遺
跡
で
す
。
正
式
な
発
掘
調
査
は
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
に
市
内
で
は
珍
し
い
旧
石
器
時
代
の
石
器

の
ほ
か
、
縄
文
時
代
早
期
～
中
期
の
土
器
や
石
器
、
弥
生
時
代
の
石
器

な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
旧
石
器
の
材
料
は
す
べ
て
黒こ
く

曜よ
う

石せ
き

で
あ

り
、
狩し
ゅ

猟
り
ょ
う

や
動
物
の
解

体
時
に
刃
物
と
し
て
使

用
さ
れ
ま
し
た
。
縄
文

時
代
か
ら
弥
生
時
代
の

石
器
に
は
、
漁ぎ
ょ

網も
う

に
使

わ
れ
た
石せ
き

錘す
い

も
あ
り
、

当
時
の
人
々
の
生
業
の

実
態
を
知
る
手
掛
か
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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-14000

鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器
古墳時代の土器と漁

ぎょ

労
ろう

具
ぐ

古墳時代前期（3～ 4世紀）　※網は復元品

富士マリンプール建設時に

見つかった竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

「三
さえ

枝
ぐさ

」墨
ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

　平安時代（9世紀）
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富
士
マ
リ
ン
プ
ー
ル
の
東
側
一
帯
に
広
が
る
砂
丘
上
の
遺
跡
が
、
三

新
田
遺
跡
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
・
平
安

時
代
の
竪た
て

穴あ
な

住
じ
ゅ
う

居き
ょ

跡あ
と

が
八
〇
軒
以
上
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
時

代
前
期
の
集
落
で
は
、
近
畿
や
北
陸
、
伊
勢
湾
沿
岸
な
ど
の
地
域
の
影

響
を
受
け
た
も
の
を
含
む
豊
富
な
土
器
の
ほ
か
、
漁ぎ
ょ

網も
う

用
の
土ど

錐す
い

が
多

数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
の
集
落
で
は
、
甲
斐
国
山
梨
郡
に

本
拠
を
お
く
三さ
え

枝ぐ
さ

氏
の
名
を
書
い
た
墨ぼ
く

書し
ょ

土ど

器き

の
ほ
か
、
甲
斐
の
影
響
を
受
け

た
土
器
も
多
数
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
遺

跡
は
、
浮う
き

島し
ま

沼ぬ
ま

や
後
の
東
海
道
、
吉よ
し

原わ
ら

湊み
な
と

に
近
接
す
る
立
地
環
境
か
ら
、
他

地
域
と
の
玄
関
口
の
役
割
も
果
た
し

た
、
富
士
地
域
を
代
表
す
る
集
落
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
富
士
マ
リ
ン
プ
ー
ル
周
辺

　

三
さ

ん

新
し

ん

田
で

ん

遺
跡

桧新田
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-14000
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（年前）

鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器災害の履歴が残された土層 度重なる災害を経験した土器

古墳時代前期～中期（3～ 5世紀）

柏原遺跡の調査風景（南から）

火山噴出物層

高潮 or 津波

堆積層
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Ｊ
Ｒ
東
田
子
の
浦
駅
周
辺
に
広
が
る
遺
跡
が
、
柏
原
遺
跡
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
調
査
で
、
縄
文
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
集
落
跡
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
砂
丘
上
に
厚
く
堆た
い

積せ
き

し
た
砂
の
層
の
調
査
で
は
、
自
然
災

害
に
か
か
わ
る
多
く
の
情
報
も
引
き
出
さ
れ
て
お
り
、
弥
生
時
代
後
期

か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
大
規
模
な
水
害
（
高
潮
ま
た
は
津
波
）
が
頻ひ
ん

発ぱ
つ

し
た
こ
と
、
古
墳
時
代
中
期
末
（
五

世
紀
末
頃
）
に
富
士
山
の
火
山
噴
出

物
（
大お
お

淵ぶ
ち

ス
コ
リ
ア
）
が
降こ
う

灰は
い

し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
こ
の
地
は
、
住
民
た
ち
が
度
重
な

る
災
害
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
浮う
き

島し
ま

沼ぬ
ま

の
水
上
交
通
や
東
海
道
に
よ
っ
て
多
く

の
人
や
物
が
行
き
交
う
要よ
う

衝
し
ょ
う

と
し
て
、

古
代
以
降
も
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

 
東
田
子
の
浦
駅
周
辺　

柏
か
し
わ

原
ば

ら

遺
跡

中柏原新田
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江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器

今井中世五輪塔群出土品

平安～室町時代頃（12～ 14世紀）

五輪塔（市指定文化財）

鎌倉～室町時代（14世紀頃）

常
とこ

滑
なめ

産
さん

三
さん

筋
きん

壺
こ

（骨壺）

平安時代（12世紀）

五輪塔地
ち

輪
りん

（「文
ぶん

保
ぽう

二年

十二月八」銘）　※部分
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現
在
の
今
井
本
町
公
会
堂
の
南
、
今
井
町
公
園
を
建
設
す
る
際
に
発

見
さ
れ
た
の
が
、
今
井
中
世
五
輪
塔
群
で
す
。
五
輪
塔
は
鎌
倉
・
室
町

時
代
の
も
の
で
、
文ぶ
ん

保ぽ
う

二
年
（
一
三
一
八
）
銘
の
地ち

輪り
ん

と
形
の
良
い
五

輪
塔
一
基
が
市
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
調
査
で
、
県

東
部
で
は
極
め
て
珍
し
い
平
安
時
代
の
常と
こ

滑な
め

産
の
骨
壺
も
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
一
帯
に
は
、
吉よ
し

原わ
ら

湊
み
な
と

と
関
係
し
た
有
力
者
の

墓
地
が
広
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
元
吉
原
小
学
校
周
辺

　

今
い

ま

井い

中
ち
ゅ
う

世
せ

い

五ご

輪
り

ん

塔
と

う

群
ぐ

ん

今井一丁目
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（年前）

鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器

延
えん

喜
ぎ

通
つう

寳
ほう

（左）、和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

（右）

奈良～平安時代（8～ 10世紀頃）　※実寸

宮添遺跡の調査風景（Ｅ地区、南東から）

浅間古墳（国史跡）
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岳が
く

南な
ん

鉄
道
神
谷
駅
の
東
側
、
増ま
す

川が
わ

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

の
周
囲
に
広
が
る
の
が
、

宮
添
遺
跡
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま

で
の
集
落
や
墳
墓
な
ど
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
弥
生
時
代
後
期
の
集

落
に
は
、
断
面
が
Ｖ
字
形
と
な
る
環か
ん

濠ご
う

が
東
西
六
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
に

わ
た
っ
て
掘
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
役
割
は
不
明
瞭
な
が
ら
、
こ
の
地
の

弥
生
集
団
の
結
束
を
象
し
ょ
う

徴
ち
ょ
う

す
る
も

の
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
富
士
山
の
火
山
噴
出
物

（
大お
お

淵ぶ
ち

ス
コ
リ
ア
）
が
降
り
積
も
っ

た
古
墳
時
代
中
期
の
竪た
て

穴あ
な

住
じ
ゅ
う

居き
ょ

跡あ
と

や
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
皇こ
う

朝
ち
ょ
う

十じ
ゅ
う

二に

銭せ
ん

な
ど
の
重
要
な
発
見
が
多

く
、
根ね

方が
た

街か
い

道ど
う

を
代
表
す
る
集
落
の

一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
神
谷
駅
周
辺

　

宮
み

や

添
ぞ

え

遺
跡

増川
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-9000
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-11000

-12000

-13000

-14000

鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器 富士山のスコリアが積もった竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

古墳時代中期（5世紀）　

大量の土器が見つかった竪穴住居跡

古墳時代後期（6世紀）

弥生時代の環
かん

濠
ごう

と出土した土器　　弥生時代後期（2～ 3世紀頃）

火山噴出物層（白い層）
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（年前）

鎌倉

江戸

現在

室町・桃山

弥生

縄文

旧石器的場遺跡出土　弥生土器（台
だい

付
つき

甕
がめ

・壺）

弥生時代後期（2～ 3世紀頃）

江尾出土　弥生土器（壺）

弥生時代後期（2～ 3世紀頃）
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岳が
く

南な
ん

江え

尾の
お

駅
の
北
側
か
ら
、
東
の
根ね

方が
た

街か
い

道ど
う

沿
い
の
新
幹
線
高
架
周

辺
ま
で
の
エ
リ
ア
に
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
集
落
遺
跡
が
集

中
し
て
い
ま
す
。
飯い
い

綱づ
な

神
社
周
辺
の
コ
ー
カ
ン
畑
遺
跡
で
は
、
縄
文
土

器
片
の
ほ
か
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
平
安
時
代
の
集
落
跡
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
東
海
道
新
幹
線
建
設
時
に
発
掘
さ
れ
た
境
さ
か
い

の
的
場
遺

跡
で
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代

の
竪
穴
住
居
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
か
つ
て
江
尾

で
出
土
し
た
と
い
う
弥
生
土
器
も
伝

わ
っ
て
お
り
、
浮う
き

島し
ま

沼ぬ
ま

北
岸
の
根
方

街
道
沿
い
の
集
落
が
二
～
三
世
紀
以

降
に
大
き
く
発
展
し
て
い
っ
た
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。

 
岳
南
江
尾
駅
周
辺

　

コ
ー
カ
ン
畑

ば
た
け

遺
跡
・
的

ま

と
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遺
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室町・桃山

弥生

縄文

旧石器

古木戸Ｂ遺跡出土　旧石器

旧石器時代（13,000 ～ 16,000 年前頃）

矢川上Ｃ遺跡出土　旧石器

旧石器時代（13,000 ～ 16,000 年前頃）

矢川上Ｃ遺跡の調査風景　　

静岡県埋蔵文化財センター提供
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新
東
名
高
速
道
路
の
建
設
に
先
立
ち
、
富
士
市
内
で
は
愛あ
し

鷹た
か

山さ
ん

麓ろ
く

を

中
心
に
多
く
の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
旧
石
器
時
代
の

遺
跡
が
市
内
で
初
め
て
大
規
模
に
調
査
さ
れ
た
こ
と
は
、
富
士
地
域
で

歴
史
を
紡
い
だ
最
初
の
人
々
の
生
活
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
大
き
な

成
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
増ま
す

川が
わ

の
古
木
戸
Ｂ
遺
跡
や
船
津
の
矢
川
上
Ｃ

遺
跡
で
は
、
約
二
万
七
千
年
前
か
ら
一
万
三
千
年
前
の
石
器
製
作
の
作

業
場
の
ほ
か
、
調
理
場
（
炉ろ

）
と
み
ら

れ
る
火
を
受
け
た
礫れ
き

の
ま
と
ま
り
も
見

つ
か
り
ま
し
た
。

　

石
器
の
素
材
と
な
っ
た
黒こ
く

曜よ
う

石せ
き

に

は
、
信
州
産
や
伊
豆
神こ
う

津づ

島し
ま

産
と
い
っ

た
遠
隔
地
の
も
の
も
あ
り
、
旧
石
器
人

た
ち
の
広
域
的
な
交
流
の
実
態
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
新
東
名
高
速
道
路
周
辺

　

古
ふ

る

木き

戸ど

Ｂ
び

ー

遺
跡
・
矢や

川
が

わ

上
う

え

Ｃ
し

ー

遺
跡

増川・船津
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浅間神社
富知六所
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富士市立高校富士市立高校

大淵公園大淵公園

富士見学園富士見学園

ふじやま学園ふじやま学園
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富士市埋蔵文化財調査室

ミュージアム

村歴史ゾーン

富士山かぐや姫ミュージアム富士山かぐや姫ミュージアム

富
士
市
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
き
は
・
・
・

富
士
市
の
歴
史
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
き
は
・
・
・

TEL （0545）21-3380

　 富士市伝法66番地の2　  バス停「広見団地

入口」から徒歩３分　  無料　  月曜日（祝日を

除く）・祝日の翌日・年末年始　  あり

住 交

料 休

Ｐ

●ふじさんかぐやひめみゅーじあむ

きゅうせっきじだい きんだい

「富士に生きる」をテーマに、旧石器時代から近代

まで、富士の地に暮らした人々の歴史や文化に

ついて知ることができる市立博物館です。「富士

山のかぐや姫物語」についても紹介しています。

Fuji  CityFuji  City

Shizuoka  PrefectureShizuoka  Prefecture

Mt.Fuji
▲

100km

FujiRiver

富士市の遺跡分布地図富士市の遺跡分布地図

遺跡は、意外と身近にある文化財です。

あなたのお家の近くにもありますか？

※ 富士市内の主な遺跡の分布を

示すもので、一部の遺跡・古墳

群については掲載していません。
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富士調理技術
専門学校

岩本保育園

富士調理技術
専門学校

富士川体育館富士川体育館

道の駅 富士川楽座道の駅 富士川楽座

中桁町公会堂中桁町公会堂

岩本保育園

鷹岡保育園鷹岡保育園

龍厳淵龍厳淵

天間東公会堂天間東公会堂

天間幼稚園天間幼稚園
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ＭＡＰ４

ＭＡＰ３
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富士市埋蔵文化財調査室

富士山かぐや姫ミ

広見公園ふるさと村歴史

富士市埋蔵文化財調査室富士市埋蔵文化財調査室発
掘
調
査
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
き
は
・
・
・

発
掘
調
査
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
き
は
・
・
・

TEL （0545）22-2095

　 富士市伝法79番地の2　  バス停「広見

団地入口」から徒歩5分　  無料　  土曜日

・日曜日・祝日・年末年始　  公園駐車場

住 交

料 休

Ｐ

●ふじしまいぞうぶんかざいちょうさしつ

いせき はっくつちょうさ

せいか せいり けんとう ほうこくしょ

広見公園ふるさと村歴史ゾーン広見公園ふるさと村歴史ゾーン

昔
の
建
物
を

　見
た
い
と
き
は
・
・
・

昔
の
建
物
を

　見
た
い
と
き
は
・
・
・

屋外展示

　 バス停「広見団地入口」から徒歩3分（富士山

かぐや姫ミュージアムの西、広見公園内）　 無料

　 なし（雨天時および富士山かぐや姫ミュージア

ム休館日は建物内の見学はできません）　 あり

交

料

休

Ｐ

●ひろみこうえんふるさとむられきしぞーん

ひがしだいらいせき はっくつ たてあなじゅうきょあと

よこざわ こふんでんぼうふくげん

え   ど じだい めいじ じだい いちく

東 平 遺 跡 で発掘された竪穴住居跡や掘 立 柱 建 物 跡

を復元して展示しています。伝法に存在した横沢古墳や

江戸時代・明治時代の建物なども移築復原しています。

富士市内の遺跡で発掘調査をおこない、その

成果を整理・検討して調査報告書を作成して

います。最新の調査成果はここにあります。

ほったてばしらたてものあと

ふくげん

Fuji  CityFuji  City

Shizuoka  PrefectureShizuoka  Prefecture
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遺跡／奈良時代（8世紀）

富士を掘る　―足もとに眠る富士市の遺跡―
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